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日本医師会 死体検案相談事業  (厚生労働省委託事業) 

 監察医制度のない地域では、一般に、臨床医学を専門とする警察協力医が、死体検案を実施。 

 警察協力医が警察の依頼に基づく検視立会い及びこれに伴う死体検案を行う際、法医学を専門とす
る医師に電話等で相談できるよう「検案相談窓口」を設置することにより、検案体制を強化。 

ご自身の 
電話端末 

ご遺体の状況から腹部
緑変が認められるので
すが、一般に、腹部緑
変を認めるのは死後何
日くらいからですか。 

状況にもよりますが、今
の季節では、およそ死後
３日程度です。 

警察協力医 
日本医師会「死体検案相談窓口」  
法医学を専門とする医師が交替で対応 

音声のみによる相談 

 

【対   象】 警察の依頼による検
視・調査への立会い及
びこれに伴う死体検案を
行う全ての医師 

           （中部・九州地区から試験実施） 

【電話番号】 0570−041901  

【料   金】 10円/60秒（固定電話）、 

         10円/20秒（携帯電話） 

 【受付時間】 毎日朝8時〜夜10時 

 

（利用者負担） 

試験実施 
 

中部地区 
九州地区 
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※試験実施の状況を踏まえ、
順次、対象を全国に拡大 




